
開ぢ

の
坑
仙
地
加
問
淀
川
W
I
q
L
機
能
的
保
守
附
れ
M
W
山
河
川
地
域
『
制
州
山
山
川
汁
…

L
か

し

、

よ

主

背

が

政

令

九

段

常

時

ま

ち

つ

く

設

す

も

キ

禁

法

に

お

…

別
府
し
、
そ
的
湖
町
村
念
日
刊
泌
総
勢
り
へ
の
必
待
出
wj
山

地

初

出

松

地

判

定

さ

れ

主

し

た

…

常
的
変
動
に

t
J
て

、

い

し

治

判

別

動

向

へ

の

対

応

及

び

そ

の

他

的

微

一

的
状
況
も
草
し
て

2し
た

悲

窓

率

的

向

上

在

来

を

」

を

一

よ
め
よ
う
な
状
況
を
習
え
て
に
行
い
、
主
的
み
ま
ん
か
ら

i
区

長

一

千
坂
心
的
明
山
町
一
山
内
総
ヘ
H
山
川
内
ル
バ
州
浴
せ
ら
れ
た
多
く
の
ぷ
は
を
撚
ま
続
制

u
z
a
A
W

一

に
日
出
，
た
、
明
ま
し
い
上
地
初
出
え
て
検
討
が
位
一
ね
ら
れ
ま
し
h
f
M

匂

刻

刻

叫

問

時

一

を
彼
滋
す
る
た
め
、
山
川
海
地
滅
的
新
し
い
m川
密
地
域
、
山
間
内
島
川
市
町
間

i
i

、

守

一

点
%
ぽ
般
が
仁
川
附
火
。
泊
中
山
間
火
地
域
火
地
域
、
波
び
に
ぬ
浪
地
以
(
怨

d

u
俊

之

一

的
拡
大
な
い
と
奇
行
っ
た
の
で
す
物
的
必
き
め
一
前
八
同
銀
波
を
定
め
た

h
n

聖

子

心

一

分
し
、
初
築
物
的
…
川
述
内
側
制
波
、
人
F
M的
常
山
民
片
山
、
じ
つ
め
総
本
も
の
)
的
指
定
臼
円
減
は
、
市
民
日
聞
は
必
守

A
B喝
事

…

山

叫

べ

い

卒

、

山

持

政

警

告

定

め

て

い

点

、

安

定

器

保

令

市

川

附

患

の

裁

に

奈

し

て

あ

リ

ま

建

〓

耕

一

い
る
こ
と
で
す
。
は
物
を
総
て
る
泣
中
山
氏
中
川
に
お
け
る
初
悦
す
。

場
介
の
U

収
叫
山
山
間
的
品
、
i
ん
と
い
止

v
d
E車
メ
土
、

u
h自
:
3
?

る
で
し
ょ
っ
4

紡

火

地

域

と

準

動

火

地

域

拡

大

る

わ

い

か

い

一

一

一

一

…

m
j山
リ
化
一
山

ニ
的
判
例
的
同
は
、
均
勾
山
崎
化
み
あ
た

b

b

V

2

F

}

山
眺
め
際
泌
を
川
内
る
た
め
、
は
議
物

ぎ

、

安

全

で

遣

な

ま

ち

づ

く

り

史

探

を

麟

ぞ

た

め

に

の

宮

内

披

露

主

め

る

も

を

進

め

る

た

め

の

大

切

な

制

捜

で

一

:

め

と

、

読

山

脱

皮

を

定

め

る

も

の

す
、
山
叫
物
カ
~
出
出
し
て
い
る
出
仙
川
崎
な
る
中
心
一
品
ー
を
指
定
し
、
耐
犬
山
叫
が
あ
り
ま
す
ト

で
、
火
災
が
光
司
す
品
、
え

LA与
な
築
物
等
の
叫
叫
附
唱
を
州
地
滋
し
、
平
燥
令
制
約
礼
的
し
で
は
、
人
れ
か

mw

咋
斗
川
市
川
支
一
札
け
る
か
れ
が
あ
け
b
子
化
あ
吋
は
か
る
山
地
域
で
す
ん
r一
川
内
殺
は
に
集
中
し
て
い
る
点
出
恐
怖

J
I
S
A
M
d
v

そ
こ
で
、
六
災
の
紙
焼
を
防

7
変
叫
に
よ
り
、
尚
京
地
域
に
指
定
以
点
的
第
一
缶
約
伶
M

川
県
川
地
域
に

制
喝

A

曹
ダ
災
山
内
に
強
い
初
出
ヴ
く
リ
を
巡
め
さ
れ
て
い
る
ば
一
域
は
す
べ
て
防
指
定
し
た
地
誠
一
同
品
川
内
容
開
…
↑
に

i

J
車
メ
る
た
め
、
ば
火
地
地
巴
比
九
日
1m
小
火
地
一
肌
と
な
り
と
~
し
た
え
つ
い
て
、
必
物
的
尚
三
日
以
内

法
地
域
は
、
山
街
化
仇
械
と
出
品
川
組
問
叫

h
h
v

防
火
地
域
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
主
叩
防
火
地
域
は
、
市
街
地
内
位
以
山
止
を
定
的
主
し
た

盗
塁
域
と
枚
ん
で
、

1
地
を

-5

ふ

や

す

J

ニ

語

大

地

祭

器

主

義

に

つ

い

て

、

高

官

防

災

ニ

的

議

更

に

制

定

さ

れ

た

削
判
別
す
る
う
え
で
の
、
嶋
中
的
な
噌
沼
周
ノ
域
的
中
で
は
、
他
物
的
協
法
に
紛
れ
絡
を
川
川
め
る
ニ
と
に
よ
二
九
州
叫
収
で
は
、
処
物
的
い
H
M
さ
を
ト
れ

ん
i
ん
で
す
が

l
i

ド
む
h

g

m

m

を
吃
け
、
新
築
や

m佼
築
な
ど
で
与
品
川
山
り
ど
小
倣
化
を
促
進
し
、

μ
川
以
ド
に
判
例
以
し
て
い
主
す

mA崎
地
滅
的
打
的
は
、
潟
市
に
鰐
丹

4
J
F
C

を
す
る
と
主
に
‘
燃
え
な
い
も
の
本
泣
の
住
柑
惜
敗
も
防
火
消
ι

ほ
と
「

削
刷
抽
出
地
域
は
、
市
伐
の
み
な
さ
る
と
き
、
プ
ラ
ン
と
お
り
の
怨
築
お
け
る
多
的
多
様
な
総
縫
物
が
泌

4

:

主
た
は
掛
ゆ
え
に
〈
い
も
の
に
し
な
る
地
域
叫
し
ず
;
…
鰐
い
合
わ
せ
先

ん
が
、
?
イ
ホ

i
ム
を
燃
し
た
り
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
ん

λ

れ
す
る
の
を
紡
ぐ
た
め
、
地
域
を
い
ま
ま
で
の
別
途
地
城
門
川
、
山
附
け
れ
ば
主
り
ま
せ
ん
し
へ
F
M的
安
川
叫
に
よ
り
、
以

J

山
か
・
ド
単
出
郡
山
部
バ
州

A
A州
係

山
本
や
山
刷
叫
訓
告

m改
築
し
よ
う
と
す
切
な
制
度
で
す
約
す
な
わ
ち
、
沼
住
M
W
や
術
研
記
・

4

工
殺
の
別
冷
に
u
n

仰
向
!
八
都
に
出
制
定
し
て
以
点
、
山
川
火
地
域
は
、
都
心
的
中
川
伐
と
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
没
的
訓
間
近
地
内
線
開
一
八
-
問

-

b

九

州
出
来
の
均
衡
的
と
れ
た
都
心
的

%
減
に
停
め
て
去
い
り
主
し
た
〈

し
か
し
、

i
Aふ
年
在
日
開
叫
酬
し
た

守
口
、
科
会
科
済
的
勢
的
変
動

に
仰
げ
い
、
ト
し
仙
端
的
制
門
別
状
況
も

LA3く
変
化
し
て

3
た
た
め
、

住

A
Aい
中
ぃ

川川例内山叫ん仏守り、

機
能
的
生
同
叩
山

日
出
品
刊
を
川
叩
が
す

る
よ
と
辻
、
州
H

n
f
tムレ

υυ
、iAれ
九

え
f
l
i
'
j
i
L

を
J

叫T
H

む
7
え
で
大
切
な
こ
と
で

』
一
ド
訴

U
Pまも

H
t
η
ら

吐

2

1
、

t
I
i
6
v

合
さ
ん
の
ご
球
併
と
昭
和
山
門
十

八
年

ι決
公
し
た
山
川
波
地
域
い
や

い
句
作
待
つ
豆
、
こ
れ
去
で
上
地
初

日ハ
J
4
h
L
P
w
斗
?
、
印
有
・

γし
e

j
4
8
1
J
f
1
e
z
 

議
事
事
J

事

的
年
よ
り
は
よ
引
し
の
持
主
企
法

的
て
3
ま
し
た

へF
M
m
別
浅
山
地
域
い
守
的
資
む

は
、
存
地
叫
に
お
け
る
品
川
明
会

や
公
絡
会
で
た
く
さ
ん
の
々
々

か
ら
い
に
だ
主
主

L
た
円
弔
な

平
塚
市
で
は
、

m
m
和
協
十
八
年
に
指
定
し
た
都
市
計
瞬
間
周
波
地
域
の
見
筑
し
の
た

め
、
作
曲
掃
を
議
め
て
き
ま
し
た
が
、
一
一
一
月
一
一
一
十
一
口
口
俊
一
部
書
れ
、
新
し
い
用
途
地
域

が
よ
う
や
く
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
防
火
・
準
時
間
火
地
域
の
拡

大
と
、
新
た
に
お
度
地
問
仙
の
指
定
も
し
ま
し
た
。
こ
の
縦
波
は
、
安
全
で
快
適
な
ま

ち
づ
〈
り
を
す
る
た
め
の
大
切
な
創
成
で
、
家
の
新
築
や
治
改
築
な
ど
一
灯
、
っ
と
き
に

必
婆
と
な
っ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
新
し
く
な
っ
た
用
途
地
域
な
ど
の
事
足
阪
城
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の

)ザ内
U
U子
市
長
。
与
に
従
白
川
叫
し
と
も

の
で
あ
り
、
二
H
H
守
J

i

H
よ

り
定
地
い
た
し
ま
し
た
十

ま
た
、
本
山
が
昭
和
h
i山門

年
心
川
崎
山
防
災
対
策
強
化
地
法

に
お
定
予
れ
た
ニ
と
に
よ
り
、

防
火
地
域
と
呼

江

守

一

防

火

地

域

を

紋

奮
闘
ぷ
4
1

う

よ

し

た

ニ

と

や

潟
市
嶋
崎
仁
一
品

名

d
h
N
m
7
4
p‘

:
4
;
1
p
j
J
i
 

を
ぷ
け
た
こ
と

な
ど
、
災
小
山
に
強
い
附
怖
い
巾
っ
く

り
を
山
内
っ
て
い
ま
す
。

以
た
ち
の
主
九
千
泌
を
、
定

A

市γ
で
仙
川
減
な
郡
山
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
4

}

同制わり

を
お
駁
い
山
中
し
れ
げ
ま
す
υ
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総意書62年 Hi1怒

爾
醐

醐
醐

醐
醐

欄
欄

醐
臨機醐

醐
醐
醐

翻
醐緊醐

醐

都
市
に
は
人
口
や
殺
業
が
集
中
的
用
途
や
、
数
地
と
捻
物
と
の
大

し
、
さ
ま
が
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
魯
さ
の
関
係
、
怨
物
的
潟
寺
町
線

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
絞
っ
て
出
品
な
ど
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必

お
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
熔
途
や
形
擦
で
す
。

惑
の
建
物
が
、
無
秩
序
に
泌
容
し
こ
の
よ
う
に
潟
漁
地
域
は
、
そ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
梨
、
綴
由
庁
、
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
、
望
ま
し

惑
自
民
、
日
照
的
綾
部
な
ど
に
よ
ワ
い
土
地
利
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

生
活
綴
墳
が
悪
化
す
る
ば
か
り
で
す
る
た
め
、
滋
物
を
総
て
る
場
合

な
く
、
生
滋
'
交
巡
な
ど
の
都
市
の
最
低
限
の
ん

i
ル
を
定
め
て
い

活
動
に
支
燃
が
お
で
き
ま
す
。
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
ら
な
用
途
地
域
内
約
漁
は
淡
ー
の
よ

い
よ
う
、
あ
る
ね
庶
ま
と
ま
っ
た
う
に
八
校
総
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

絶
滅
ご
と
に
、
潟
途
地
域
内
指
定
地
域
内
に
お
け
る
怨
物
の
問
削
減
仰

が
必
婆
で
す
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
阪
は
、
決
2
の
よ
う
じ
な
っ
て
い

め
、
柏
崎
て
る
こ
と
の
で
き
る
怨
物
ま
す
。

コっか

う豊富函
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醐
騨
醐
醐

醐醐
欄
醐

醐輔

、
議

題

治
討

議
m
M
途
叫
ん
械
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

1
主

的

途

地

域

に

議

し

た

総

べ

い

唱

と

し

者

科
的
問
中
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
匂
時
叫
ぺ
い
本
は
、
時
叫
築
戸
閥
抗
引
の
品
問

ニ
れ
は
、
山
崎
物
を
往
て
る
山
地
AAH
に
池
ぃ
則
被
に
対
す
る
制
川
A
H
で
、
一
般

数
池
山
即
時
間
に
糾
問
し
て
、
ど
札
口
け
的
日
時
叫
ぺ
い
中
心
。
%
と
れ
山
市
事

の
し
人
き
事
の
も
の
ま
で
総
て
ら
れ
れ
ま
す
。

る
か
を
一
定
め
た
も
の
で
す
。

経
物
的
同
地
ベ
耐
印
刷
F
O
作
山
間
の
ほ

耐
般
の
A
H
討
}
的
品
明
治
泌
総
に
対

す
る
対
九
日
で
、
内
総
品
川
に
存
続
本

0
0
%
と
杭
誠
一
引
き
れ
ま
す
。

ま
た
、
符
桜
中
に
は
、
道
路
川
仰

は
に
よ
る
制
限
も
あ
り
ま
す

b

(表

3
・m凶
1
品世間…〉

鶴

田

騨

繋

壌

調

得

総

諮

問

議

議

嬢

輔

輔

醐

醐

醐

醐

間

建

鞠

mw高
砲

な

お

間

一

議

麓

輸

措

昭

一

一

心
川
州
市
胤
地
沢
に
は
、
住
物
的
お
さ
を
、
米
海
v副
総
以

U

閉
め
第
一
一
柿
住

め
紋
山
川
限
度
を
定
め
た
~
H

阿
波
地

K

M
年

m山
地
域
を
斜
象
と
し
て
指
定

と
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
川
端
M
H
州
脱
皮
し
ま
し
た

G

を
定
め
た
山
沼
地
以
り
ぬ
制
叫
が

H
辺
地
試
に
指
定
在
札
た

MJ地

あ

り

ま

す

。

内

で

は

、

役

物

の

新

築

や

m改
築

A
F
M
刊
は
、
柑
一
物
内
科
書
的
批
ぬ
な
ど
を
行
、
っ
場
A
H
も
判
例
制
限
が
あ
り

削
部
山
地
を
卜

μが
と
す
る
一
仙
波
地
以
ま
す
。
ご
花
川
品
く
だ
さ
い
。

50 

前箆荒重量笹森i綴
〈勾富日〉

態ぺ1，¥~事(%)

(3) 

著書議室事(%)

三腕受ける翻

4m 

樹援をき呈17る建築物

6善寺鶴i雪上上問

措平均地盤磁とi正当量霊祭物が間協の池銭函と接する位趨の寧均溺告をいい苦す。

滞在3豊百持関i草案韮室田の緊太鶴時〈臼本機準持ではなくこの地様!こ太器量ガ箆南!と若君主主持を工E午としてはかる草寺刻、

のほl吉竹時;40分 51紗T.f正午!こ治主主ります。〉の8G寺力主計百跨までの8時総のうちEヨ影となる持糧事奪総理主レ芭突す。
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(4) F首途地主義毒事変更特集号広報ひらつか昭和62若手4月1臼

防
火
地
域
内
で
は
、
地
域
の
不
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
続
制
を
受

燃
化
を
煽
る
た
め
に
、
総
物
を
綾
け
ま
す
。

て
る
場
合
は
、
鮒
火
殺
築
物
ま
た
手
続
き
間
関
係
で
は
、
一
O
平
方

は
蜘
間
約
制
耐
火
強
築
物
(
小
規
制
問
な
れ
以
内
的
地
改
築
在
行
、
つ
場
合
に

も
の
)
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
も
盆
築
地
甲
に
開
削
す
る
申
綴
及
ぴ
帥
叫

ん
。
さ
ら
に
、
肉
、
へ
い
、
1

制
緩
等
の
泌
が
必
擦
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

工
作
物
も
不
燃
材
料
で
作
ら
な
け
鯵
紛
火
地
域
も
問
問
機
で
す
。

。署雪在宣言安定!昌広告望書

3m以上まだは震

上巳設けるものは以主

不燃材料で造りま i 
廷はおおう。 よ

機
防
火
地
滅
は
、
で
魯
る
限
り

不
燃
化
を
同
開
る
地
域
で
、
比
較
約

大
鏡
検
な
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

樹
火
緯
築
物
ま
た
は
簡
易
紛
火
総

築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
防
火
地
滅
の
規
制
刷
に
比
べ
て

幾
分
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
f

こ
の
地
域
で
は
、
木
造
怒
築
物

も
建
て
ら
れ
ま
す
が
、
延
焼
の
お

そ
れ
の
あ
る
外
畿
、
都
判
官
粧
を
防
火

構
途
、
糊
開
口
部
を
紡
火
一
一
戸
に
し
、

援
幅
引
は
、
一
小
織
材
料
で
作
る
な
ど

の
防
火
指
援
が
必
嬰
と
な
号
車
す
。

な
お
、
す
で
に
建
築
苔
れ
て
い

る
縫
物
に
つ
い
て
は
、
防
火
・
琳

防
火
地
域
の
建
築
規
制
は
瀦
潟
寄

れ
ず
、
そ
の
ま
ま
存
統
で
き
ま
す

が
、
増
改
築
な
ど
を
行
う
場
合
に

は
い
ろ
い
ろ
な
制
緩
が
あ
り
ま
す

の
で
注
漕
し
て
〈
だ
書
勺

2m以上

<<tP号またはへいの機遊

。

は

う
λ

お
~
ぉ

誌

首
相

だ
ま

ま
丹

り

る

造

え

で

こ

料

一

内

側

γ
ι
f
m
2
不

話題火建築物または簡易線火濯築

物としなければならないもの

@湖上箔数ガ3の建議物

@jjJ;べ在軍事費ガ500m'をこえ、かつ

1.5∞m'以下のもの

産量火建議物としなければならな

いもの

超勤鎗上階数4以Jこの建築物

命延べ顕著費ガ1.5∞耐をこえる建

築物

φ濁易黒費出〈建築物とすることガ

できる小錦幾建築物〈踏数2
以下、 T∞m'以下〉

窃原買uとして瀦火建築物とする

3鰭建て

4詩書建て以上

重量策物に対する籾阪の緩重要…
建物の線車襲 ! 建物の議選

品管史認i鰍開

指定区域混
一
銭
の
お
そ
れ
の

あ

る

部

分

と

は

話題火主主主主は鰐若君臨火星童築物

紙
一
妓
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
と

は
‘
帥
師
家
の
火
災
に
よ
っ
火
災
を

抗
抜
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

で
、
隣
地
と
の
境
界
線
な
ど
か
ら

一
階
に
あ
っ
て
は
一
一
一
幻
以
内
、
一
一

階
以
主
に
あ
っ
て
は
五
M
M
以
内
の

部
分
を
い
い
ま
す
也

葺盟寵臣措それ立高

る苗沿在京ザ

蕗改盟議洋輔、道怒

申世輔さ安定は向一

叡抽得の2以との
建罫醐鐙互のタ1憾
申乱鴨

話題火建議物

A

す
ま
で
誌
、
一
O
平
方
針

紡
武
地
域
内
で
、
本
選
強
(
約
三
坪
)
ま
で
的
機
改
築
抵
、
建

宅
を
新
築
し
た
い
の
で
す
が
で
き
築
跡
地
認
の
芋
織
さ
を
し
牢
く
て
よ

ま

す

か

。

い

と

い

う

こ

と

で

し

た

が

、

準

紡

A
残
お
な
が
ら
紡
火
地
域
内
で
大
地
域
に
牟
る
と
ど
う
な
る
め
で

は
、
耐
火
兆
援
物
ま
た
は
簡
易
総
す
か
。

火
慾
築
物
以
外
的
持
品
物
は
悠
築
で
A
…
。
平
万
灯
以
内
の
治
改
築

き
ま
せ
ん
の
で
、
本
法

rは
な
く
よ
れ
で
も
防
火
地
山
崎
や
航
中
紛
火
地

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
泣
り
む
ど
の
域
内
中
で
は
、
線
認
申
必
的
手
続

的
地
に
し
て
く
だ
さ
い
。
き
が
必
婆
と
な
り
ま
す
。

円
以
ん
討
議
妨
火
地
域
内
で
、
本
海
号
待
跡
的
虫
品
相
場
に
怠
る
と
滋
ベ

の
ハ
盟
申
唱
(
滋
ベ
…
こ
O
平
方
H
制
緩
い
車
が
な
く
な
り
敷
地
い
っ
ぱ
い

度
)
を
鮎
出
頭
し
て
い
ま
す
が
、
ど
に
趨
て
ら
れ
る
と
路
き
ま
し
た
が

の
よ
う
な
点
に
注
窓
が
必
饗
で
す
い
か
が
で
す
が
。

か

。

A

た

し

か

に

市

開

業

地

域

内

で

、

A
機
的
火
地
域
内
で
、
木
造
的
紛
火
地
域
内
に
あ
る
「
耐
火
殺
築

第
一
一
緩
住
緩
専
用
地
壌
か
す
。
な
お
、
…
一
一
間
間
以
上
ま
た
は
一
雄
物
(
大
線
総
な
も
の
は
除
く
)
物
い
に
つ
い
て
は
、
他
ぺ
い
棋
の

ら
第
一
一
機
盆
績
専
用
地
域
に
変
獲
五
0
0
平
方

μを
こ
え
る
怨
築
物
を
昨
日
築
す
る
場
A

品
げ
は
、
次
的
ぷ
に
総
定
が
抽
地
問
刷
寄
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

に
牟
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
点
が
に
つ
い
て
は
令
部
…
縄
住
居
専
用
用
地
税
怒
し
て
く
だ
さ
い
。
の
抽
出
的
処
築
物
で
は
、
総
べ
い
中

変

わ

り

ま

す

か

の

滅

的

m漁
成
制
刷
が
か
か
り
ま
す
u

m
山
日
夜
燥
の
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
の
の
緩
初
は
あ
ワ
ま
せ
ん
。

A
主
と
し
て
、
次
的
五
内
'
ほ
ど
②
自
制
持
続
制
時
間
的
強
化
M
M

一
山
一
べ
外
mm了
粁
議
を
妨
火
掛
川
滋
と
す
る

時
拙
胤
世
滋
紛
が
錠
前
九
さ
れ
ま
す
。
ー
ジ
淡
4
を
参
照
し
て
く
だ
さ
ふ
。
こ
と
へ
聞
け
へ
い
も
お
き
に
よ
っ
て
む
け
務
大
地
域
内
に
晶
る
木
選

物
で
、
た
と
え
ば
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
の
潟
途
滋
削
則
的
強
化
立
…
ベ

i
ジ

機

中

市

祉

の

制

制

問

慨

が

あ

り

d

ま
す
J

建
物
を
増
築
し
た
い
の
で
す
が
、

1
ト
法
り
な
ど
が
出
品
市
し
ま
す
。
送
2
の
よ
ー
つ
に
織
物
の
問
削
途
で
絡
会
3

強
間
結
婚
域
か
ら
近
畿
議
磯
市
山
明
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
的
本
迭
で
増
築
で
お
守
ま
す
が
。

総
勢
溺
火
建
築
物
と
は
て
ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
な
ワ
ま
地
域
に
変
箆
む
な
り
ま
す
が
、
ど
河
口
部
(
窓
智
」
じ
防
火
一
円
を
ぷ
A
現
存
す
る
総
物
か
治
改
築
す

hfho

ラ

い

う

点

で

饗

む

り

ま

す

か

。

滋

す

る

こ

と

。

る

川

端

A
H
は
、
紛
火
怨
築
物
ま
た
は

糊
翠
耐
火
山
雄
築
物
と
は
、
一
定
安
静
積
率
的
制
限
強
化
2
0
0
A
京
に
、
次
の
制
点
が
変
認
さ
③
邸
機
は
、
不
燃
一
判
で
作
る
か
ま
問
問
戸
判
断
火
殺
築
物
に
し
な
け
れ
ば

の
防
火
性
能
を
符
す
る
も
の
で
、
%
だ
勺
た
容
積
率
が
、
倒
的
地
問
仇
れ
ま
す
。
た
は
ふ
〈
こ
と
。
な
ワ
ま
せ
ん
が
、
一
定
的
条
件
に

お
よ
そ
耐
火
怨
築
物
と
本
裁
往
築
の
…
部
で
は
八
O
%
に
、
則
一
部
氏
の
祥
地
ベ
い
事
的
緩
和
日
総
腕
地
域
な
お
、
て
匁
統
帥
併
以
上
の
磁
物
人
口
欽
す
る
怨
物
に
つ
い
て
は
、
必

物
と
の
中
倒
的
な
総
選
と
い
え
ま
及
ぴ
花
水
台
各
地
阪
の
…
部
で
は
は
、
強
ぺ
い
率
六
O
%
で
す
が
、
に
な
る
と
級
制
が
異
な
ワ
ま
す
。
姿
一
段
小
川
間
皮
肉
哨
改
築
は
必
め
ら

す
。
主
な
例
と
し
て
、
欽
付
巡
り
な
…
0
0
%
に
食
旧
民
事
れ
ま
す
。
近
隣
府
間
米
地
域
で
は
、
八
O
%
ま
(
問
問
ベ

iHY準
時
間
火
地
域
内
的
残
れ
て
い
ま
す
α

ど
の
川
棚
組
を
不
燃
料
と
し
た
不
燃
③
遜
ぺ
い
車
内
強
化
日
六
O
%
だ
で
総
て
ら
れ
ま
す

G

築
規
制
参
照
)

総
逃
で
、
統
一
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
っ
た
怨
ぺ
い
棋
が
、
偶
蹄
地
絞
め
市
官
用
途
統
制
的
緩
和
日
一
一
ペ
ー
ジ

部
分
に
紡
火
一
一
μそ
め
山
閣
の
防
火
山
出
一
線
で
は
五
O
%
に
変
慰
霊
札
ま
ぷ
2
の
よ
う
に
怨
物
的
用
途
規
制
刷
会
74

準
防
火
山
地
域
じ
鶏
申
止
さ
れ
問
問
い
合
わ
せ

仲

間

火

一

戸

と

は

備

を

設

資

し

た

襲

撃

蓄

し

す

。

が

緩

和

寄

れ

ま

す

。

ま

し

た

が

、

子

供

還

を

木

造

で

以

先

高

・

警

は

、

業

。

③

路

書

的

制

問

問

M
H
術
書
一
O
H
M
金
①
澄
添
削
糊
刊
叫
に
よ
る
等
級
事
内
側
聞
臨
時
哨
築
し
た
い
の
で
す
が
、
環
捺
す
的
な
引
例
と
し
て
紹
介
い
た
し
ま

賢

建

物

、

締

結

耐

火

品

防

火

山

霊

碑

と

は

こ

え

る

議

は

建

ま

な

く

の

緩

和

日

一

一

…

ベ

i

長
3
、
寸
前
る
木
造
建
築
に
つ
い
て
も
そ
ん
タ
し
た
が
、
実
際
に
議
を
す
る
場

物

及

び

紡

火

地

域

、

準

防

火

士

玄

な

り

ま

す

。

活

滋

路

に

よ

る

容

様

車

内

制

限

」

ん

等

で

改

修

し

な

け

れ

ば

牟

ら

牟

合

、

強

築

総

畑

中

法

に

は

多

く

の

織

内
の
嶋
崎
築
物
に
つ
い
て
は
、
延
焼
防
火
総
選
と
は
、
一
般
的
に
鉄
③
自
問
枠
制
品
約
を
党
げ
る
縫
物
の
滅
的
現
の
よ
う
に
緩
和
刊
宰
れ
ま
す
。
い
の
で
す
か
。
判
例
が
あ
る
た
め
必
ず
し
も
こ
の
削
酬

の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
の
外
療
の
抑
制
モ
ル
タ
ル
検
ワ
な
ど
の
火
災
に
定
絡
事
及
ぴ
混
制
川
崎
倒
的
変
市
民
日
ぬ
遊
山
師
斜
線
及
び
隣
地
斜
線
の
緩
A
地
築
部
分
は
、
も
ち
ろ
ん
攻
答
ど
お
り
に
鶴
脇
市
で
き
る
と
は
限

関
口
部
(
戸
・
怒
)
に
は
、
火
災
よ
る
誠
一
織
を
防
止
す
る
構
造
で
、
三
ペ
ー
ジ
殺
4
の
よ
う
に
脱
判
酬
が
粉

u一
ぷ
ペ
ー
ジ
表
3
、
関

2
の
よ
存
す
る
建
物
も
含
め
て
延
織
の
お
つ
ま
せ
ん
。

の
雄
総
及
び
拡
大
を
泌
ぐ
た
め
は
仕
上
げ
日
刊
の
検
り
M
ゅ
な
ど
が
決
め
強
佑
守
れ
ま
す
。
う
に
緩
利
害
れ
ま
ず
。
そ
れ
が
あ
る
外
明
了
制
袋
及
ぴ
協
ま
た
、
紙
協
の
都
合
上
分
か
り

一

定

的

防

災

性

抽

出

を

も

っ

た

防

火

ら

れ

て

い

ま

す

合

日

部

に

つ

い

て

は

、

防

火

桃

川

滋

、

に

〈

い

点

、

ト

分

に

滋

を

つ

く

廿

戸
(
お
の
関
参
開
…
〉
を
ぷ
抵
し
な
憶
に
例
ポ
し
た
も
の
の
ほ
か
、

Q
2

住
居
地
域
か
ら
第
一
一
時
惜
品
閣
内
U
4

渡
夜
議
さ
十
八
M
M
の
す
ン
防
火
一
戸
内
設
波
な
ど
時
間
火
改
修
を
な
い
点
も
あ
る
と
忠
わ
れ
ま
す
の

け
れ
ば
な
つ
ま
せ
ん
。
新
建
材
で
も
認
定
さ
れ
た
材
料
が
居
率
湾
地
域
に
変
受
に
な
り
ま
す
か
ヨ
ン
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、
し
て
い
た
だ
き
ま
す
併
で
、
総
築
計
川
端
?
の
あ
る
ふ
刀
、
ご

叫

糊

火

建

築

物

と

は

い

ろ

い

ろ

す

ま

す

o

f

ど

う

い

う

点

で

変

わ

り

ま

す

襲

警

に

指

定

さ

れ

る

と

ど

う

質

問

等

の

あ

る

さ

、

苦

窓

口

賢
建
物
と
は
、
媛
、
柱
、
山

3

誤

認

戸

山

。

ム

混

と

し

て

、

法

一

一

点

装

計

九

げ

れ

ば

γ
諸

吋

れ

れ

れ

は

は

見

守

山

一

時

お

お

り

杏

い

φ

出
件
、
援
組
問
な
ど
泌
物
の
主
餐
総
裁
日
明
ラ
タ
は
し
〈
上
認
さ
れ
ま
す
俗
A
潟
市
出
地
区
に
指
定
さ
れ
た
と
ょ
う
主
規
制
を
受
け
ま
す
が
。
期
途
地
滅
な
ど
の
礁
認
計
防
総

務

を

繁

華

と

し

、

震

の

お

官

官

木

憲

章

習

語

口

一

一

ペ

ー

ジ

き

に

現

存

す

る

磁

君

、

ま

M

A

整

案

内

子

警

は

妻

(

車

内

一

…

八

民

一

一

九

)

そ

れ

の

あ

る

関

口

部

に

防

火

戸

そ

判

議

2
の
よ
う
に
縫
物
の
用
途
で
怨
を
こ
え
て
い
て
も
そ
の
ま
ま
存
続
で
す
が
、
準
時
間
火
地
滅
的
滋
制
に
綾
棋
に
開
削
す
る
叩
相
談
処
築
指
導

の
他
的
紡
火
設
備
を
設
け
た
建
築
木
て
ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
な
り
ま
で
昌
一
ま
す
が
、
増
改
築
な
ど
の
時
崎
淑
骨
す
る
よ
う
に
紡
火
構
造
に
し
ぷ
(
市
内
線
六
O
む
i
六
一
。
)

議事2mをこえる持四へい

で誕織の者それのある務分

在不線材で議りまだはおお

わなければならない。

まだは戸ルミサ
ッシ号童謡むほ語
由翠淀!iil)

築
を
行
、
つ
相
場
合
に
は
級
制
を
長
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

こ
れ
ま
で
区
議
擦
は
鍔
す
る
多
く
の
策
関
聞
を
い
犯
だ
い

浴
中
か
ら
、
①
繰
り
返
し
相
談
さ
れ
る
も
の
③
議
姿
と

慾
わ
れ
る
も
の
を
潤
臨
ん
で
、
想
定
箆
鶴
・
自
答
と
い
う
形

氾
荻
と
め
て
み
止
訴
し
だ
。
ぜ
ひ
ご
一
読
さ
れ
て
、
合
後
の

建
築
計
一
翻
な
ど
に
ど
湾
問
問
く
だ
さ
い
。
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